分析について

T：拡散関数

国１：下流

国2：上流
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：拡散および削減前の総排出量

T（S）：国２→国1へ移動した大気汚染物質
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r

S

：削減された汚染物質

D（S）：被害関数

C：削減費用関数

D+Cの最小化問題として考える。

国１も２も同様に汚染物質を排出している。

国２が上流、国１は下流なため、２→１へと汚染物質が移動する。

今、2国がそれぞれ削減を行うが、その際、各国が自国のみの利益を最大化する非協力解と、2国が協力して削減を行う協力解を考える。

●非協力解

国2
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国１
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これらは回避された限界被害が限界削減費用に等しいことを示す。

またこの２つの式はそれぞれの国の反応関数を示している。

以下は国ごとの限界被害曲線と限界費用曲線のグラフである。
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汚染物質の移動は、くに２にとっては費用のかからない削減と動揺に考えることが出来る。したがって、国2の限界費用曲線は左側に回転するようになる。また、国１は汚染物質が移動してきたことにより、汚染物質排出量の初期水準が増えるのと同等のことが起こったことになる。よって、限界費用曲線は移動してきた量の分だけ右にシフトする。

また、上述の反応関数を以下に示す。この図におけるそれぞれの国の反応関数の交点Aが非協力解となり、それに対応する量をそれぞれ削減することで両国は自国の利益を最大化しようとしている。また、これはパレート効率的な配分となっている。
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